
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ロロット

ソロリティ

バロック

ロマネスク

16

罪人

30

煉獄

12
手紙

密告

日常

家族

飢え

蟲

血の宴

辛くて、悲しくて、それでも貴方は立っていた。貴方のノルマはとくに、たいしたことのないもの。家族を支える。それだけだ。けれど、その兄弟に課せられたノルマに、父の凶行に心を軋ませる日々。貴方にはあなたの役割が欲しかった。だから、彼女に——シロに手紙を残した。それだけが、貴方の心の癒しだった。……それがあの結果をもたらしたというのに。

貴方たちの日常には常に「ルール」があった。 　　それが正しいとは到底思えなかったけれど。 　　誰も言い出せる世界ではなくて。その世界から逃がしてくれた人がいる。 　　それは、果たしてだれだったのか。その手を引いて、導いてくれたのは、誰だっただろうか。

君たちは血の繋がっていない家族だった。バラバラの名前。　　それでも、君たちをいつくしんで育てた人がいる。その人は少しだけ、ここで会った人——シロに面影が似ていた、気がする。　　昔も、いまもこうして遊んでは、怒られたり、褒められたりして、君たちは幸せではあったのだ。　　そう、あの日までは。

ホットミルクにホワイトシチュー、プディングにケーキ　　そして何より、ふかふかの白パン！　　　　貴方は周りの人が食べているそれらを幾度となく羨んだ記憶がある。　　食事は与えられていたけれど、いつも固くてまずい黒パンだった。　　空腹に憐れんだ隣人がおすそ分けと差し出してくれた　　暖かな食事を、父はいつもゴミ箱に捨てていく。　　　途端、異物にまみれ、おいしそうには見えなくなっていくそれに　　いつもいつも父を恨めしく思っていた。　　なぜあんなにもおいしそうな物をわざわざ捨てるのか。　　　　わからなかった。わかりたく、なかった。

　　それは血にまみれていた。 　　それは羽を伸ばしていた。 　　それはこちらを見ていた。 　　 　　花は優雅に咲き誇るもの。 　　蟲は卵から孵るもの。 　　人は腹から堕ちるもの。 　　 　　その常識を超えた何かが、そこにいた。 　　女の腹は花が咲くように裂けていた。 　　そこから伸びた細腕が、湿った音をさせながら身を起こす。 　　自分を産んだ母親さえも邪魔なのか、 　　それは肉片をそこらにまき散らしながら堕胎し、 　　こちらをじろりと見つめた。 　　どこを見ているのかさえ分からぬ、圧倒的な野生の意思。 　　複眼は得物を捕らえた。嗚呼、その羽が血肉から乾けば——

　　どれだけ足掻こうと、逃げようと、無駄なのだ。　　あの「世界」からは逃げることなどできない。　　嫌な音が、嫌な物が周りを埋め尽くしていた。　　泣こうが喚こうが、声は誰にも届かない。　　家がきしむ音。血肉を啜る音。　　父親が託すように、衣装箪笥に貴方たちを隠した。　　けれど、死に遅れた貴方は皮肉にも、　　悲惨な終幕を目撃することとなる。　　　　「——ミ、ツル、ミツル……お父、さん……」　　　　ヘビトンボが、スウォームが、蟲人間が喰らう　　父の姿に、家族の姿に、日常の終焉に　　貴方の身体は——心は、耐えられなかった。　　　　死さえも安堵に感じる。苦しみが消えていく。　　家族と共に還れると、そう思っていたのに。　　　　——何の因果か、貴方は忌みたその「世界」に帰ってきていた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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貴女はバトルパート開始時と終了時、任意の姉妹1体（自身を除く）を自由に選び、互いに対話判定を行ってもよい。

このスキルを習得した際、レベル3変異パーツを追加で1つ習得する。このパーツは強化値に縛られず、修正することも可能である。

肉弾・白兵攻撃におけるダメージ+1

防御1、1ターンに何度使ってもよい。（同じダメージに対して複数回の使用は不可）

このスキルを習得した際、レベル3強化パーツを追加で1つ取得する。このパーツは強化値に縛られず、修復することも可能である。

転倒

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値+1

白兵攻撃2、この攻撃に対して「防御」は全て無効。なお、攻撃が命中したなら対象を「移動1」してもよい。

自身がダメージを与えた際のみ使用可。白兵・肉弾ダメージ+2。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

誰かと一緒に映ってる写真が入ってる。片方は顔が黒く塗りつぶされている…。

シロノヘイワより、地下都市にいた少女にカメラで撮ってもらった写真。アンデッドの自分だ。　ロケットブローチの中に収納してある。

イグナから貰ったスカーフ。白と紫のカラー。手触りがいい。

あなたに対する攻撃判定にのみ使用可。妨害1。

防御2。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

最大行動値+1

最大行動値+1

移動１

移動１
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